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新潟県のダイズにおけるウコンノメイガの発生消長と薬剤防除法

は　じ　め　に

ウコンノメイガ Pleuroptya ruralis（Scopoli）は，ダイ
ズの葉を食害する害虫である。本種は日本全土に分布す
るが，近年までにダイズの重要害虫として位置づけられ
ていたのはほぼ富山県のみであった。2000年代に入っ
て，新潟県や東北の各県において本種の発生が増加し，
問題視されるようになった。新潟県では，この増加によ
り本種の防除対策の必要性が高まり，2010年ころより
試験に取り組んだ。試験結果の一部は既に発表済みであ
り（石本・岩田，2017；2018），ここではその概要を紹
介する。

I　  周年の発生経過と
新潟県のダイズにおける発生実態

ウコンノメイガは，ダイズのほかにイラクサ科のアカ
ソやカラムシ等を寄主とする。アカソは，山間の道路脇
や林縁等，日当たりのやや悪い場所に広く自生してい
る。年間の発生経過は，富山県での詳細な調査結果があ

る（成瀬・新田，1985；成瀬，1987）。それによると，
幼虫態で越冬し，越冬場所はイラクサ科植物の株元の腐
植中である。越冬明け後は，アカソなどのイラクサ科植
物に寄生して発育する。成虫は 7月にダイズ圃場に飛来
する。ダイズでは主に葉裏に産卵し，その後，ダイズで
1世代を経過する。新成虫は 8月中旬から発生するが，
この成虫はダイズにとどまらずにイラクサ科植物に戻
り，これらに産卵する。
新潟県では，2002年に一部の地域でウコンノメイガ

の著しい多発生があった（西土ら，2003）。翌年も多発
生の傾向が続き，発生が特に多い圃場では，ダイズのほ
とんどの葉が食害を受け（図―1），防除対策の必要性が
認識された。その後は，多発生圃場では殺虫剤散布が行
われるようになったこともあり，2002，2003年のよう
な地域的な多発生は少なくなったが，県内のほとんどの
ダイズ圃場で葉巻の発生が見られ，一部に多発生圃場も
存在している（図―2）。現在もその発生動向に注意が必
要な状態が続いている。
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図－1　葉巻が多発生したダイズ圃場（左）と多被害株（右）（原澤良栄氏撮影，撮影日：2003年 8月 22日）
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